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ハワイ巨大海底地滑り調査航海（KR98-8&9）で採取されたコアの岩相

Lithology of cores sampled in the Hawaii Islands, KR98-8 and 9
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ハワイ諸島周辺の巨大海底地滑り崩壊のプロセス、タイミングを特定をするため、K R 9 8 - 0 8 , 0 9の航海において
ピストンコアリングが行われた。オアフ島北方、ハワイ島南方周辺において６地点のピストンコアリングが行わ
れた。ピストンコアリングは主に地滑り体前縁の深海平原（水深5 0 0 0～6 0 0 0ｍ）と地滑りブロックやスランプと
考えられる頂上あるいは平坦面（水深3 0 0 0～3 3 0 0ｍ）から採取された。採取された堆積物は主に赤色粘土や石灰
質ウーズといった遠洋性堆積物からなる。こいった堆積物に火山性砕屑物が頻繁に挟在し、巨大海底地滑りに関
連するものがあると推定される。

ハワイ巨大海底地滑りのタイミングと崩壊プロセスを知るために，１９９８年の８月２４日から９月１９日に
かけて海洋科学技術センターの深海調査研究船「かいれい」および無人探査機「かいこう」によりオアフ島・ハ
ワイ島周辺の調査が行われた（ＫＲ９８-０８＆９）．でピストンコアが採取された．この間に各地滑りのタイミン
グ，移動様式を知るためにオアフ島北方のヌーアヌーランドスライド，ハワイ島南方のヒリナスランプ周辺のの
６地点でピストンコアリングをおこなった．

オアフ島北東沖，ヌーアヌーランドスライド
Ｐ－１においてはでは巨大地滑りブロックと考えられるタスカルーサ海山山頂の平坦面からコアを採取した．

全長６９２．５ｃｍの黄色-茶色のカルカリアスなシルトー泥が採取された． 堆積物は非常に多くのガラスとナノ
プランクトンや有孔虫，放散虫，珪藻といった生物片を含んでいる．級化構造を示す１９ｃｍの層厚の黒色砂層
が４３６から４７２ｃｍに認められた．色差では顕著な変化を示さなかったが表層から４０ｃｍと９８ｃｍ,で帯
磁率は砂層同様に顕著に高かった．これはこの層準には火山性砕屑物が含まれていてことを示唆している．

Ｐ－２においては陸より３００ｋｍの地点で全長７２５ｃｍの長さの黄色-茶色の粘土-シルトを採取した．６２
０ｃｍで固結度の高い褐色のシルトがシャープなコンタクトで出現する．この褐色のシルトには多くの火山ガラ
スが含まれて帯磁率の値もやや上位層より高い．

Ｐ－３は主に褐色のシルトから成るが５６４ｃｍ～６２０.５ｃｍに厚い砂層が挟在する．帯磁率測定の結果
この層準は非常に大きな値(̃１４００×１０E-6)を示した．

モロカイ島北方
Ｐ－４ではモロカイ島北方の癒着地滑りブロックと考えられる平坦面より黄色-茶色の石灰質粘土-シルトが採取

された．これには数センチ程度の２２枚もの砂層が挟在する．帯磁率，色差のデータは岩相と共に変化する．
ハワイ島ヒリナスランプ南方
Ｐ－５はハワイ島南東２５０K m沖ので黄色-茶色の粘土-シルトに４枚の砂層が挟在する．帯磁率の変化から大

きく３つのドメインに区分される．下部では帯磁率は砂層の出現に応じて高くなる (～８００×１０E - 6 )．一方，
中間部は非常に低い帯磁率(～１００×１０E-6) で, ＯＤＰ　ｓｉｔｅ　８４２のオアフ島南方ので観察されたも
のと同程度のもので純粋な遠洋性堆積環境にあったことを示唆している． 最上部では色差には顕著な変化は見ら
れなかったが帯磁率にいくつかの正のスパイクがみられ,堆積した砂層が生物擾乱で乱されたことを示唆している．

Ｐ-６においてはハワイ島南東１００K mの地点で７３７ｃｍの黄色-茶色の粘土-シルトが採取され何枚かの砂
層が挟在するコアを採取した．１００～２００ｃｍと２５０～２７０ｃｍでは頻繁に砂層が挟在し明瞭な堆積構
造を示す． 非常に厚い砂層が２６７ｃｍから見られる．帯磁率は主に２つの特徴をもち，上部は頻繁に砂層を挟
在するがそれほど顕著な帯磁率変化を示さない．一方下部の層厚な砂層は極めて高い帯磁率を示す．この違いの
起源は明かでないが鏡下観察によると下部のガラスはより円磨度が高く海岸付近からきた砕屑物である可能性が
大きい．

コアに頻繁に挟在する黒色火山砕屑層はガラス，結晶片，岩片から主に構成されており，時折，級化構造
（ノーマル，リバーサル）を示すという一般的特徴をもっているが，粒度サイズ，モーダルコンポジションには多

様性がある．ガラスは褐色のものと透明ガラスがある．形態は0 . 1～1 m m程度で角型粒状から楔形で表面は平坦で
ある．結晶片はオリビン，斜長石などが認められ円磨は発達していない．一方，岩片は亜角から角形状で，多く
は赤色で酸化あるいは水酸化した岩片である．また灰色～暗褐色のガラス質の火山岩の組織が認められる．



いくつかの黒色火山砕屑層は変質ガラス片と円磨を受けた岩片や微化石等の生物片を含むことで特徴づけられ
（例えばP-5とＰ-6ののlayer 1 と P6 layer 10 ），他の火山砕屑層準とは明らかに違う． 多くの変質ガラス片と円磨を

受けた岩片等は海底地滑りに関連したタービダイトによってもたらされたことを示唆している．こういった砕屑
物の形態的特徴，化学的特徴，年代の決定より，ハワイ巨大海底地滑りのタイミングと崩壊プロセスを推測する
ことができるであろう．


